






高ビリルビン血症の副作用の一つであるブロンズベービー症候群(以下 BBS と略す)は,溶

血性疾患,肝疾患,開腹手術後,敗血症,enclosedhemorrhage 等の基礎疾患を有する児に光

療法を施行した場合に発症することが知られている。本症の発症にはいわゆる

photobilirubin unknown pigments である EZ-cyclobilirubin の重合反応が関係している

ことが指摘されている。我々は昨年 BBS の発症と小腸閉鎖症手術例に於ける輸液量との関

係について検討し,本症の発症と輸液量とは密接な関連があり,胆汁流量・尿量が少ない場

合にBBSが発症し易いことを報告したが,発症したBBSの詳細な予後追跡についての報告は

少ない。今年は BBS 児の短期予後について検討したので報告する。 


